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第61号（２面）２０１０年２月９日


発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば
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　◆･･･この講演会に参加してみて、今話題となっている普天間基地移設問題について新聞には載っていないたくさんの情報を聞くことができ勉強にもなったし、新聞では読み取れない情報を聞けた。今までなんとなく知っていたことが実は大変な問題だと気づくことができ、この問題についてたくさん知りたくなった。若い人もここにくればいい経験になるんではないかと思った。


   （川崎市　山口祥央）


　◆･･･沖縄の基地が米軍にとって如何に都合の良い場所であるかということがわかった。住宅密集地にある普天間飛行場を早く閉鎖しなければならないが、自分の隣に基地が移転して来ることは厭なのだから沖縄県民だけでなく日本国民は皆新たな米軍基地には反対である。日米安保改定から５０年目にあたり日本政府は憲法９条に則った米軍に頼らない安保政策を考えるべきではないか。専門家である半田氏に①自衛隊と米軍が如何に訓練と装備の運用面で一体化しているか、②自衛隊の軍事力の実態について質問したかった。


（世田谷区 尾立きよ子）


　◆･･･講演後の懇親会で半田滋さんに尋ねた。「あのう、日本・自衛隊の仮想敵国はどこなんですか？」一〇秒ほどして半田さん「仮想敵国は無いのでは」。大日本帝国はロシア（後ソ連）、アメリカを仮想敵国として軍備を進めたと聞く。半田さんの答に私はなるほどと思った。自民党・改憲派の立場では「日本国憲法」はアメリカの押付けだから「非武装」「戦争放棄」も押付け、すると「再軍備」警察予備隊・自衛隊も押し付けだった。国家戦略の無い軍備は戸口を警備するガードマンということでしょうか。だから日本の戦後軍備は芯の無いものだったのでしょう。武装か、非武装か、どちらを取ろうかと無責任に情緒的に決めてはいけないのだろう。牙を持つ野獣の棲む世界を「憲法９条」を掲げて非武装で行くと決めた私たち（９条の会）は根性を持って行かなくてはと思いました。


  （深大寺　小保方忠好）


　◆･･･基地移転では問題の解決にはならないので軍縮を呼びかけていく必要がある。


　　　　　（木崎貴幸）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　◆･･･文字でない生の声を聞くことがいかに大事か。質疑で議論が深まったことに感謝。(Ｎ)


　◆･･･沖縄と防衛との関係が今やアメリカに守られていないことがはっきりわかった。軍需産業が儲けを考えて平和なんて頭にない。戦時中の、軍需産業が富む怖さを知っている者として、声を大にしなければ同じ道を歩みそうな気がしてならない。（無記名）


　◆･･･冷戦後安保が改悪されて、日本はソ連崩壊のチャンスを逃したと思います。日本人の負け犬根性がなぜ作られたのか、なぜそこから脱け出せないのかを議論したかった。


           （無記名）


　◆･･･名護市長選で稲嶺さんが一六〇〇票の僅差で勝利した。選挙中現場を踏んだ半田さんの情報から、その差がどんなに重いものかを考えさせられ、「稲嶺さんの戦いぶりは立派だった」の一言に思わず涙ぐんだ。戦中戦後の沖縄の苦悩、十三年間、辺野古の海を守り杭一本打たせなかった人々の辛抱強い闘い。沖縄と結ばれて私たちも基地の撤去を訴え続けてきた。この市長選の勝利が、これらの積み重なった思いを辛うじて繋ぎとめる足場となってくれたのだ。この選挙に日米ゼネコン十九社の利権が絡んでいる様には凄まじいものがあったろう。基地が必要でないことが解っても強引な手口を緩めようとはしないだろう。ゼネコンに荒らされ、海兵隊のメンツが居座る沖縄を本来の沖縄に戻したい。講演後私は日比谷公園へ急ぎ、デモ行進に合流した。参加者は六〇〇〇人。米軍撤退の実現にはもっと集会を大きくしなければ。連帯を拡げなければ。次回は三月二十日芝公園。


　（国領町　奥平せい子）





2010年１月例会


新安保５０年と


鳩山内閣











　３月は以下の催しの成功に協力します。


3月10日(水)東京大空襲６５周年記念公演


　企画：演劇企画集団「人（じん）」／主催：記念公演実行


　委員会（｢憲法ひろば｣有志が「協力者･協力団体」に連名）


　会場：くすのきホール、①14：00～、②19：00～）


3月19日(金)大映闘争の記録｢黄色いゼッケン｣上映


　会、併映：東京大空襲の惨禍を描く人形劇映画「猫は生


　 きている」／主催：上映実行委員会


　会場：映像シアター、①14：00～、②19：00～）








　調布「憲法ひろば」の今後の計画や活動のあり方を検討する以下の「世話人会」に、あなたもご参加ください。


４月１１日（日）13時半～（於：あくろす研修室３）








交流コーナー





　調布市内の九条の会の情報です。どうぞ情報をお寄せください。





深大寺九条の会


　二月の会、二〇一〇年二月十三日（土）午後一時半～四時、深大寺地域福祉センター調理室、テーマは「ホームレスと子どもたち」、大阪釜ヶ崎でのＤＶＤ記録を見て語り合います。進行は世話人の松井和夫さん。


　▼連絡先


　４８５-０４４８小保方











